
議会事務局 

処 理 欄 
受 付 

令和８年８月２０日 
質問（受付）順位 ２番 

      １０時００分    

                                令和８年８月２０日 

 阿久比町議会 

 議長 竹内 卓美 殿 

                              阿久比町議会議員 

                                    竹内 啓視  

                              議席番号       ２番 

一 般 質 問 の 通 告 に つ い て 

 

令和８年第３回定例町議会において次のように質問したいから通告します。 

番号 質 問 事 項 質 問 の 要 旨  （具体的にご記入願います） 備 考 
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高齢化が進む中、介護保険制度は、介護を必要とする高齢者

を社会全体で支える重要な制度です。 

今後、高齢者人口の増加に伴い、介護サービス需要の高ま

り、介護給付費の増加や介護人材の不足、さらには介護保険料

の上昇が大きな課題となることが見込まれます。 

本町の第 9期介護保険事業計画では、2024 年から 2040 年に

かけて、要介護・要支援者数は 1,198 人から 1,480 人へ約

23.5％増加すると推計されています。 

一方、40 歳以上の支える側の被保険者数については減少す

る傾向にあります。 

その結果、介護保険料の基準額は、2024 年の月額 4,990 円

から 2040 年には 7,779 円へ、約 55.8％増加すると推計されて

います。 

つまり、今後の阿久比町においては、「介護を必要とする人

は増える」が、「支える側は減る」ため、「介護にかかる費用は

増える」という構造が予想されます。 

このような状況の中、介護保険制度を将来にわたって維持

していくためには、単に介護サービスを提供するだけではな

く、介護予防、介護人材の確保、家族介護への支援、介護給付

の適正化など、総合的な取り組みが必要であると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 



（ ２ ） 

番号 質 問 事 項 質 問 の 要 旨  (具体的にご記入願います） 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10 期介護保険事業計画は、2040 年を見据えながら、これ

からの阿久比町の介護のあり方を決める重要な計画になると

考えます。 

 

（１）介護保険制度の現状認識 

① 現在の介護保険制度を取り巻く状況をどのように認

識しているのか。 

② 今後、介護給付費がどの程度増加していくと見込んで

いるのか。 

（２）第 9期計画の検証について 

① 第 9期計画における介護予防事業について、これまで

にどのような成果があったのか。 

② 介護予防事業が介護給付費の抑制にどの程度つなが

っているのかを検証しているか。 

（３）介護を支える人材の確保 

① 町内の介護事業所における人材不足の実態をどの程

度把握しているのか。 

② 今後、外国人を含めた多様な人材の活用について、本

町の考えは。 

（４）介護する家族への支援 

① 家族介護者の実態をどのように把握しているのか。 

② 介護者本人への相談支援やレスパイト支援について、

現在どのような取り組みを行っているのか。 

（５）介護給付費と介護保険料 

① 介護給付費の適正化について、現在どのような取り組

みを行っているのか。 

② ケアプランの点検や介護サービスの適正利用につい

て、どのような成果が出ているのか。 

③ 介護予防、重度化防止、給付適正化などの取り組みに

よって、介護給付費はどの程度抑制されているのか。 

（６）第 10 期介護保険事業計画に向けて 

① 第 9 期計画をどのように検証し、第 10 期計画に反映

していくのか。 

② 介護予防事業について、第 10 期計画ではさらに成果

を重視した取り組みに転換する考えはあるのか。 
 

以上。 
 

 

 


